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速報　第30回全国介護老人保健施設記念大会 別府大分を開催

　11月20日から22日までの3日間、大分県
の別府市と大分市で、「第30回全国介護老人保
健施設記念大会 別府大分」が開催された。詳細
は3月号に掲載する予定だが、本号ではいち早
く「速報」を紹介する。

全国から4,697名が参集 
初日に開会セレモニー

　大会は、初日の20日は別府市の別府ビーコン
プラザ、21日と22日は大分市のiichiko総合文化
センターを中心に、JR大分駅から徒歩圏内の会
場で開催された。大会テーマは「地域と共に紡ぐ
令和老健～豊の国から真価・深化・進化～」。全
国から4,697名が参集し、発表演題数は1,190題
に達した。
　初日に各種研修会と老健医療研究会が開催され
たのは例年どおりだが、2日目の開会式に先立ち、
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開会セレモニーが挙行された。
　初日の研修会は、①「理想のサービスをスタッ
フ一丸で実践するために」、②「認知症」、③

「R4システム」をテーマに、全部で465名が参加
し、理解を深めた。
　老健医療研究会では、東京大学大学院の秋下雅
弘教授による「老健施設における薬剤の適正化に
ついて」が開催され、88名が参加した（詳細は
p.24）。
　開会セレモニーは、川﨑紀則大会副会長による

「開会宣言」で幕を開けた。「主催者挨拶」として
全老健の東憲太郎会長が壇上に立った。
　続く来賓祝辞では、長野恭紘別府市長と、近藤
稔大分県医師会会長が大会成功への期待を述べた。
　表彰式では、「令和元年度公益社団法人全国老
人保健施設協会表彰」と「第29回全国介護老人
保健施設大会 埼玉 演題発表 優秀奨励賞表彰」

が行われた。
　開会セレモニーのあとは、全老健会長記念講演
として、東会長が「老健施設の現状と今後の在り
方」について講演した。2017年の介護保険法改
正と2018年の介護報酬改定を踏まえ、地域貢献、
訪問リハビリ、介護助手をキーワードに老健施設
の在り方を訴えた。

厚労省や県・市、日医が祝辞 
初の試みリレー講演

　 2 日目は、開会式・表彰式からスタートした。
　開会式では改めて川﨑大会副会長による「開会
宣言」、大久保健作大会会長による「大会会長挨
拶」、東会長による「主催者挨拶」で始まった。
　引き続き、加藤勝信厚生労働大臣（代理・眞鍋
馨老人保健課長）、広瀬勝貞大分県知事、佐藤樹
一郎大分市長、横倉義武日本医師会会長、清家篤

全国社会福祉協議会会長（代理・古
ふるいち

都賢一副会
長）による来賓祝辞のほか、来賓紹介があり祝電
も披露された。
　表彰式では、「令和元年度介護老人保健施設事
業功労者 厚生労働大臣表彰」が行われた。
　次に、加藤大臣の祝辞を代読した厚生労働省の
眞鍋老人保健課長による特別講演「介護老人保健
施設に期待する役割」が開催された。
　続いて、第30回記念リレー講演として、埼玉
県立大学の田中滋理事長が「介護老人保険制度～
地域包括ケアシステム　次に必要な仕組みは？」
を、産業医科大学の松田晋哉教授は「介護サービ
スの質の評価から慢性期DPCへと進むのか!?介
護の将来像は!?」をテーマに話した。その後は眞
鍋老人保健課長が加わり、 3 氏によるディスカッ
ションで会場は盛り上がった。
　同じ時間帯には、教育講演Ⅰ「笑い×介護～芸開会式に先立ち別府市での開会セレモニー。 第13回となる老健医療研究会。

「開会宣言」をする川﨑大会副会長。 大久保大会会長による挨拶。

全老健東会長の挨拶。 特別講演は、厚生労働省の眞鍋老人保健課長。

メイン会場となった�
iichiko総合文化センター

� 開会式が行われた大分市のiichiko総合文化センター「グランシアタ」
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人活動と介護の現場から学んだコミュニケーショ
ンのヒント～」が開催され、作業療法士であり芸
人の石田竜

たつ

生
き

さんによる軽妙な話術と実演に、会
場全体が引き込まれた。

　午後は、記念講演として、認知症介護研究・研
修東京センターの山口晴保センター長が「認知症
ケア山口塾　みんな笑顔のポジティブケア」で、
ポジティブ心理学に基づいたケアについて話した。

　シンポジウムⅠ「ケアの質」では、質の良いケ
アサービスの提供とその評価について討議した。
　新潟大学の岡田正彦名誉教授による市民公開講
演Ⅰ「本当に有効なサプリメント・健康法」と、
市民防災研究所の坂口隆夫理事による市民公開講
演Ⅱ「『南海トラフ巨大地震』と『大規模水害』
に備える～過去の大規模地震と水害に学ぶ～」は、
身近なテーマに参加者は熱心に耳を傾けた。
　夜は、大分マリーンパレス水族館「うみたま
ご」で懇親会が開かれた。

リスクについて講演とシンポジウム 
DRUM TAOのライブで締めくくる

　最終日は、全老健の本間達也副会長による、教
育講演Ⅱ「防げるリスク・防げないリスク～老健
施設における介護事故等の現状と課題～」からス
タート。
　別会場では、シンポジウムⅡ「地域貢献」が開
催された。
　その後は、全老健研究事業報告として、「平成
30年度調査研究事業に関する報告」が行われた。
　市民公開講演Ⅲは、龍谷大学大学院の田畑正久
前教授が「仏教が教える老病死を超える道」を
テーマに講演した。
　大会プログラムの締めは、大分県を拠点に世界
で活躍する和太鼓パフォーマンスグループの

「DRUM TAO（ドラム・タオ）」が激励公演を
展開した。
　閉会式では、大久保大会会長が大会関係者に感
謝の言葉を述べ、大会旗を東会長に返還。東会長
から、来年開催の第31回全国介護老人保健施設
大会 宮城の青沼孝徳大会会長に手渡された。そ
の後、川﨑大会副会長の閉会宣言が行われ、再び

「DRUM TAO」が登場し、送り太鼓の演奏とと
もに、大会は終了した。

記念リレー講演は埼玉県立大学の田中理事長（左）から、産業医科大学の松田教授（右）へと続き、ディスカッションも行われた。

教育講演Ⅰの石田竜生さん。 記念講演は認知症介護研究・研修東京センターの山口センター長。

シンポジウムⅠのシンポジストの方々。テーマは「ケアの質」。 市民公開講演Ⅰは新潟大学の岡田名誉教授。

市民公開講演Ⅱは市民防災研究所の坂口理事。 ダイナミックに泳ぐ魚に囲まれた懇親会。

教育講演Ⅱは全老健の本間副会長。

シンポジウムⅡのシンポジストの方々。テーマは「地域貢献」。

市民公開講演Ⅲは、龍谷大学大学院の田畑前教授。

最後まで会場を盛り上げたDRUM�TAO。

今回も全国から
熱心な職員が結
集した演題発表。
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